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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で小幅に上昇しました。
政府が日銀の次期総裁に雨宮副総裁に就任を打診したとの一部報道を受け、
外国為替市場で円安米ドル高が進んだことから、輸出関連株を中心に買われ
上昇しました。その後、好決算などを材料に主要銘柄を中心とした利益確定
売りに押され下落したものの、週末は、米連邦準備制度理事会（FRB）が早
期に利上げを停止するとの観測が後退したことによる円安の進行を受け、自
動車関連を中心に輸出企業の採算が上向くとの見方が一段と強まったことか
ら、上昇しました。
なお、10日（金）の夕方に、政府が日銀次期総裁に植田和男元審議委員を起
用する方針を固めたとの報道を受け、外国為替市場で一時大幅に円高米ドル
安が進んだものの、引け後であったことから株式市場への影響はありません
でした。
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≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で横ばいとなりました。
前週末に発表された1月の雇用統計を受け、FRBが早期に利上げを停止する
との期待が後退したものの、パウエルFRB議長がワシントン経済クラブでの
インタビューでインフレが鈍化するとの見通しを示すと上昇しました。しか
しその後、FRB高官のタカ派的発言が相次いだことから、再び米利上げの早
期停止観測が後退し、週末にかけて下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりましました。
前週末に発表された1月の米雇用統計で米労働市場の底堅さが確認され、米
長期金利が上昇したことや、日銀が新体制のもと大規模な金融緩和策を修正
するとの思惑から上昇しました。一方、日銀は5年物の共通担保資金供給オ
ペを実施することで長期金利の上昇を抑えていることから、週を通じて日銀
が許容する長期金利の変動幅の上限である+0.5％近辺での推移となりました。

5）今週の見通しについて
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
米国の金融引き締めペースが鈍化するとの見方から円買い米ドル売りが進みまし
た。FRB高官のタカ派的な発言を受け米ドル高が進む中、政府が日銀次期総裁に
植田和男元審議委員を起用する方針を固めたとの報道を受け一時大幅に円高が進
んだものの、同氏が金融緩和を継続する姿勢を示すと次第に上昇幅を縮めました。

FRB高官のタカ派的な発言が相次いだことから、米国が早期に利上げ停止
するとの期待が後退しています。
FRBのウォラー理事は、8日（水）の講演で「インフレを当局の目標に戻す
ために、より長い闘いになる可能性がある」と発言し、金融引き締めの継続
を支持する姿勢を示しました。早ければ3月にも利上げを停止するとの市場
の期待ははく落し、株式市場は下落しました。
今週は14日（火）に1月の米消費者物価指数（CPI）が発表されます。前週
末に発表された1月の米雇用統計が市場予想を上回る強い結果となり、FRB
高官のタカ派的な発言が相次ぐなか、今後のFRBの金融政策の方向性を見極
めるにあたり、市場の関心が高まっています。2022年6月をピークとした
低下基調が今回も継続することとなれば、株式市場は上昇するものと思われ
ます。当面は、米国の利上げ停止時期を睨みながら経済指標の結果に一喜一
憂する相場展開となりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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